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5■1s　（＝ラテ．ン名）
Lacerta．．
Leo
Leo　Minor
LepUs
Libra
Lupus
Lynx
Lyra
Mensa
Mieroscopium
Monoceros
Musca
Norma
Octans．
Ophiuchus
’　Qrion
Pavo
Pega＄us
’Perseus
Phoenix
，Pictor’．
Pisces
P量sc量s　Austrinus．
Pゆpis
Pyxis
Reticula
Sagitta
Sagittarius
Scorpio　．
Sculptor
Scutum
Serpens’　’
Sextans
Taurus
Tele’唐モ盾垂奄浮
Tri4ngul．um　．　・
Triangulum　Australe
Tucana
Ursa　MajQr
Ursa　Minor’
Vela　・
Virgo
Volans
Vulpecula
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．はテ尾p（Tych◎Brahe）の星座
はパルチウヌ（Jacobus　Bartschius）の星座
はヘベリウス（Johann　Heveiius）の星塵
はラカイa（N，L，　d，　L鼠ca環e）の星座
（1610年）
（1624年）
（1690年）
（1752年）
3Z．　mu印のあるのはアルゴ座を小さく礒分し’た一・六の星座である，総計89座にな
る．
　表の第2段はラテン語の六名で，之れも正恵に書けば長くなるのもある．例
へば
Aquila
Argo
Columba
Coma
Mensa
Volans
Scutum
Fornax
は　Aquila　et　Antinous
は　Argo　Navis
は　Columba　Noachi
は　Coma　Berenices
は　．Mons　Mensae
は・Piscis　Volans
は　Scutum　Sobieskii
は　　Fornax　Chemica
（舵とアンチヌウス）
（アルゴ船）
（ノアの鳩）
（ベレニセの頭髪）
（李　　山）
（飛　　魚）
（ソビエスキの楯）
（化丁丁）
と言ふべきだが，普通には簡軍なまNで通ってみるから，表の申には略した．
　第3段は日本語鐸．
　第4段は其の星座中に肉眼で見える星の歎とは書いたが，實は5等以上の星
藪’である．
　第5段は其の星座の中心が夕暮に子午線を通過する時期で，大艦は日本の中
央～一卸ち，京阪地方　　で見える様子を書いたのである．何月とも書かない
で，軍に黒革を打つたのは，南極地方の星座で，日本内地あたりからは全く見
えないものである．
　天球上に於て星座と星座との境界は案外明瞭でない場合が多い．之れ畢寛す
るに，星座といふものX元の起りが，現今のやうに天全艦の面積を適當に匿分
して天の総ての部分を必ず何かの星座中に含めてしまはうといふやうな目的で
出來たものでなく，唯，．見て都合の好V・星を幾つかの團艦に見立てたといふの
に遍ぎなかったのであるから，言はN“何の星座にも組み入れられす，全く等閑
覗されてるた星も少くは無かった．と乙うが，かういふ有様では天球上の事情
を言ぴ表はすのに頗る不備不完全であるとV・ふところから，途には今・のやうに
原則として天全膣を必ず何かの星座に含むやうに扱はれるに至ったのである．
しかるに，此の星座の境界を如何にして明瞭に決定すべきかについては，近頃
まで全く嚴密な方法が無かったので，止むなく多くは前述フラムスチiド目録
に記載してある星の分布によって大工の境界を定めるに止まる有様であった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづ⇔
